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これまでの検討状況
検 討 事 項 課 題 当 面 の 検 討 の 方 向 性 ・ 意 見 備 考 （ 現 状 説 明 ・ 資 料 等 ）

患者啓発、電話相談等 コンビニ受診など患者側の
救急医療についての理解不
足
　　↓
不要・不急の患者が時間外
に２次輪番病院に殺到

○コンビニ受診などが救急医療体制を疲弊させる原因の一
つとなっていることについて、患者側の理解を求める。

・患者（保護者）が救急医療についての理解を深めるため
の講習会の実施やガイドブックの作成

・現在実施中の＃８０００（小児救急電話相談事業）の充
実（平日夜間、深夜帯）を図る。
（将来的に休日診療所にその機能を付加することも検討）

・時間外受診の加算料金の検討が必要では。
 (時間外加算については、他の対策を講じた上で、検討す
べきでは。）
（昼に受診するより、時間外の輪番受診が方が安い現状が
ある。）

・消防での紹介方法の改善

一次救急体制の充実 休日診療所の体制が不十分
　・毎休日・夜間対応している
　 休日診療所が限られている。
　・診療機能が十分でない。
　　　↓
２次輪番病院へ軽症患者が
殺到
　　　↓
輪番病院勤務医が疲弊
　　　↓
輪番参加病院の減少
　　　↓
輪番体制の維持が困難

○休日診療所の機能充実（点滴、検査など）

○県内に最低２カ所の小児初期救急センター整備
　（トリアージセンターの機能を付加）
・中南和は橿原休診の小児初期救急体制を強化し対応
　（県の負担も必要ではないか。）
・北和での体制整備についても検討を進める。
　当面は休日診療所の輪番制や開業医の２次病院出診

・休日夜間診療所の経営状況に関する資料

・小児初期救急センターの実施例
　　阪神北広域こども急病センター
　　豊能広域こども急病センター

二次救急体制の確保 ○病院勤務医（小児輪番担当医）の処遇改善
・勤務医への報酬改善、労働環境の改善すべきでは
・勤務医の負担軽減を図るため、開業医の参画を検討

○参加病院の拡充

○各圏域で、県・市町村等で体制を検討

三次医療機関の充実 ２次輪番病院の確実なバッ
クアップ

○医大の体制充実
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奈良県の小児医療体制に関する意見書(案）

奈良県地域医療等対策協議会・小児医療部会

　　小児医療とくに小児救急医療は昨今の小児科医師不足と小児科医師の過重労働に
関する問題からその維持が危ぶまれている。本県では従来から小児救急医療の中核を
担ってきた＜小児救急二次輪番病院体制＞も例外にもれず、小児科勤務医師不足に起
因する相次ぐ輪番病院の小児科閉鎖もしくは脱退から、体制そのものが崩壊の危機にあ
る。
　さらに、近年には＜コンビニ受診＞と言われるような一次救急患者が二次救急輪番病
院へ殺到する現実も加わり、小児科勤務医師の疲弊や患者からの心理的圧迫感（うつ状
態など）などはリミットに達している。このような現状から小児科勤務医師の減少を加速さ
せる悪循環が認められる。そこで、今回はおもに小児救急体制について検討を行い、一
定の合意見解が得られたので、以下中期的および当面の対策案を提出する。

中期目標 当面の対策

啓発・電
話相談

1)電話相談を一次小児救急センター
に併設

1)電話相談事業の拡充（平日、深夜帯）
一次、二次、三次などのトリアージ
２）患者（保護者）への啓発の充実

一次救 １）＜一次小児救急センター＞の設
置

１）地域別に輪番病院当番日とその地域
の休日診療所小児科担当日を連携する

　　・県内2箇所（北和+中南和） 　（二次病院の負担軽減）
　　・休日夜間フルタイム稼動 ２）休診の医療設備改善
　　・小児科医師の常駐
おもに小児　科開業医師の協力を依
頼し、従来の各地域にある休日診療
所の協力小児科開業医師を集約す
る

少なくとも点滴設備、可能であればＸ－Ｐ
検査設備

　　・可能であれば点滴、Ｘ－Ｐ設備 ３）休日診療所の人的経済的援助
　小児科医師の配置

　　・市町村の休日診療所は小児科
を除き続行も可

４）小児科開業医師への休日診療所への
協力要請（医師会）

２）＜トリアージ・センター＞の設置
（一次小児救急センターに併設）
　　・全ての救急の電話を受ける
　　・一次、二次、三次を判断
　　・紹介連絡
　　・119への連絡も自動的に回す
　　・小児科医師もしくはNs

二次救
１）＜地域小児センター＞の設置（小
児科+救命ｾﾝﾀｰ+ＮＩＣＵ+産科必須の
病院）北和地域+中南和地域2ｹ所

１）二人当直体制への増員

２）二次・三次救急患者の対応中心 ２）二次輪番病院参加への要請

３）小児科医師が集まる魅力的な病
院づくり（センター集約化など）

３）輪番当番医師への金銭的および労働
条件の改善

三次救 １）PICUの設置 １）受け入れ態勢の整備
　　県立医大（中南和）+北和地域小
児センター

当面は県立医大で全県対応可能か?

* 障害児医療体制については周産期部会と連携して検討する
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